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 PBL における学生の主体的な学び－グローバル人材育成を目指した授業実践－	
Creative PBL Practices in Japanese Higher Education 

永田祥子（関西大学教育推進部）	

	

要旨 
急激に変化する社会において、大学教育に求められる役割としてグローバル人材を育成することが

挙げられる。本稿は、日本の高等教育に求められているグローバル人材育成と、政府が提言している

報告書から大学教育における「主体的な学び」について検討する。そして、関西大学が育てようとし

ているグローバル人材について明らかにし、「海外大学の学生と行う国際プロジェクト型学習（PBL）」
がどのように学生の「主体的な学び」を深め、グローバル人材の育成に貢献することができるかを取

り上げる。 
 
キーワード	 アクティブ・ラーニング、グローバル人材、主体的な学び・PBL／PBL, COIL, Active 
Learning, COIL, Global Leaders, Self-Directed Learning 
 
1. はじめに 
本稿は日本の高等教育に求められているグローバ

ル人材育成と、政府が提言している報告書から大学

教育における「主体的な学び」について検討する。

そして、関西大学が育てようとしているグローバル

人材について明らかにし、「海外大学の学生と行う

国際プロジェクト型学習 （PBL）」がどのように学
生の「主体的な学び」を深め、グローバル人材の育

成に貢献することができるかを取り上げる。 
ここではまず、グローバル人材に関して、平成24
年 6月 4日にグローバル人材育成推進会議が公表
した「グローバル化人材育成戦略」から明らかにす

る。このなかで、育成すべきグローバル人材として

以下の三つの要素が挙げられている（p.8）。 
 

要素Ⅰ：語学力・コミュニケーション能力  
要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ精神、 

協調性・柔軟性、責任感・使命感  
要素Ⅲ：異文化に対する理解と日本人とし 

てのアイデンティティー 
 
これらの要素を備えたグローバル人材は、経済産

業省が 2006 年から提唱している「社会人基礎力」
のなかで求められている人物像とも重なる。「社会

人基礎力」とは3つの能力（前に踏み出す力、考え

抜く力、チームで働く力）と12の能力要素（主体
性、働きかけ力、実行力、課題発見力、計画力、創

造力、発信力、傾聴力、柔軟性、情況把握力、規律

性、ストレスコントロール力）から構成される。こ

れらの要素に加え「人生 100 年時代の社会人基礎
力」は、能力を発揮しキャリアを形成していくため

に何を学ぶか（学び）、どのように学ぶか（統合）、

どう活躍するか（目的）が重要とされている。そこ

で次に、これらの能力を育成するために大学教育は

どのような転換が求められているのかについて、政

府が公表している報告書から明らかにする。 
 

2. 大学教育における課題探求能力の育成と主体的     
な学び 
21世紀に入り急激に変化する社会のなかで、大学
は「課題探求能力」の育成が求められている。「課

題探求能力」とは何か、また大学はどのようにして

この能力を育むのかに関して、平成10年10月26
日に出された『21 世紀の大学像と今後の改革方策
について－競争的環境の中で個性が輝く大学（答申）

－』のなかで、以下のように述べられている。 
 

社会の高度化・複雑化等が進む中で、「主

体的に変化に対応し、自ら将来の課題を

探求し、その課題に対して幅広い視野か
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ら柔軟かつ総合的な判断を下すことの

できる力」（課題探求能力）の育成が重

要であるという観点に立ち、「学問のす

そ野を広げ、様々な角度から物事を見る

ことができる能力や、自主的・総合的に

考え、的確に判断する能力、豊かな人間

性を養い、自分の知識や人生を社会との

関係で位置付けることのできる人材を

育てる」という教養教育の理念・目標の

実現のため、授業方法やカリキュラム等

の一層の工夫・改善、全教員の意識改革

と全学的な実施・運営体制を整備する必

要がある。 
 
この答申から、学生が社会の変化に対応し、主体的

に学び、課題を探求し総合的な判断をすることがで

きるような授業が求められていることが明らかに

なる。大学は従来の講義形式の詰め込み授業から、

学生が主体的に考える力を育むことができるよう

な授業のあり方が求められるようになった。 
では、主体的に考える力を育む授業とはどのよう

な授業なのか。平成 24年 8月 28日に中央教育審
議会より提出された『新たな未来を築くための大学

教育の質的転換に向けて－生涯学び続け、主体的に

考える力を育成する大学へ（答申）－』では、大学

教育の質的転換の必要性が指摘された。この答申で

は、「学生が主体的に問題を発見し解を見いだして

いく能動的学修（アクティブ・ラーニング）（p.9）」
が重視され、受動的な学習から能動的な学習への転

換が提示されている。また、平成28年12月28日
に公表された『幼稚園、小学校、中学校、高等学校

及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について（答申）』（2016）では、学校教
育で育てたい人物は「変化の激しい社会の中でも、

感性を豊かに働かせながら、よりよい人生や社会の

在り方を考え、試行錯誤しながら問題を発見・解決

し、新たな価値を創造していくとともに、新たな問

題の発見・解決につなげていくことができること

（p.13）」が求められている。これらの資質や能力
を身につけるための方法として、「アクティブ・ラ

ーニング」が取り上げられるようになった。 
このことは、従来の講義を中心とした授業ではな

く、学生自らが課題を発見し、解決するプロセスを

重視している PBL（Problem Based Learning/ 
Project Based Learning）が大学で行われるように
なったことにも関係している。現在では多くの大学

で多様なPBLの授業が行われており、各大学や学
部に適したPBLのハンドブックが作成される傾向
が見られる。関西大学でも学生が卒業後もグローバ

ル社会に適応できるような国際感覚を持ち、多様化

するニーズに対応出来るようなPBL実践科目やカ
リキュラムが開講されている。国際部では次世代の

グローバル人材育成カリキュラムを「グローバル科

目群」とし、これらの英語開講科目の利点を「語学

力・コミュニケーション能力の向上、世界の様々な

国・社会の文化理解の向上、未開拓な土地・課題で

も前向きに取り組んでいくことができるリーダー

シップ」であると提示している。 
本稿では英語開講科目ではないが、グローバル社

会に対応できるよう日本語だけでなく英語も使用

し、主体的に学ぶことに重点をおいたアクティブ・

ラーニングの一つである「海外大学の学生と行う国

際プロジェクト型学習（PBL）」の授業実践をとお
して、どのようにグローバル人材育成のために学生

が主体的に考える力を育んでいるかについて述べ

る。 
 
3. 関西大学「海外の学生と行う国際プロジェクト
型学習（PBL）」の授業実践 
「海外の学生と行う国際プロジェクト型学習

（PBL）」の授業は全学共通科目であり、1 年生か
ら4年生まで履修することができる。この授業は、
開講言語としては日本語となっているが、海外の大

学と連携し議論を行う活動も15週間の中に組み込
まれるため、授業の大部分では英語で自分の考えを

述べ、異文化間でのコミュニケーションを行うこと

が必要とされる。日本に限らず、諸外国の社会の仕

組みを知り、授業での議論をとおして、グローバル

化する社会についての理解を深めていくことが求

められる。この授業は、1. PBLをとおして能動的
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かつ自主的に考え行動できるようになること;   
2. グローバルな視点から多文化社会についての理
解を深めること; 3. 現代社会の課題について、多角
的に物事を考えるスキルを培うこと; 4. 海外の大学
と連携して学習を行う際に英語を使い、コミュニケ

ーションをとることができるようになることを目

標にしている。 
溝上・成田（2016）は PBLの特徴を自己主導型
の学習デザインと教師のファシリテーションのも

と、学生が問題に関して問いや仮説を立て、問題解

決に関する思考力や協働学習の能力と態度を身に

つけることであると述べている。PBL は多様な授
業実践を含むため、ここでは「海外の学生と行う国

際プロジェクト型学習（PBL）」の授業で行われて
いる PBL の実践を取り上げる。広島大学の PBL
に関する資料を基に、筆者が加筆、修正した授業の

流れは以下のようになっている。 
 
「海外の学生と行う国際プロジェクト型学習

（PBL）」の授業の流れ 
I. 状況把握  
ステップ1: シナリオを読む、または事例研究と 

関連する短いビデオを見る（授業内）  
ステップ2: キーワードを抽出する（授業内） 

II. 問題発見  
ステップ3: 問題を把握する （授業内） 
ステップ4: 疑問点や気になる点をグループで話 

し、問題の位置付けを考える（授業内） 
III. 問題探求 
ステップ5: 個々の学習項目を考え、計画を立て  

グループと共有する （授業内） 
ステップ6: 個別学習（授業外） 

IV. まとめ 
ステップ 7：学習成果の共有 （授業内・授業外） 
ステップ8: 学習成果を整理し、発表の準備を行う 	 	 	  

（授業内・授業外） 
V. 発表と振り返り 
ステップ9: 学習成果を発表し、質問する（授業内） 
ステップ10: 個々の学びを振り返る（授業内・授

業外） 

本授業はグループでの協働学習を実施し、テーマ

ごとに学生の役割を変えている。学生の役割とはフ

ァシリテーター（司会進行係）、レコーダー（記録

係）、プレゼンター（授業内発表者）である。テー

マが変わるたびに役割を変化させることで、学生は

自分が得意な役割だけでなく苦手な役割も経験す

ることになる。例えば、意見を述べるのが苦手な学

生であっても、プレゼンターとしてグループの意見

をまとめ授業中に発言しなければならない。また、

最終プレゼンテーションをグループ全員で行わな

いといけないので、学生は同じグループの学習状況

を把握し、プレゼンテーションを作り上げていかな

ければならない。 
本授業の課題を進めていくためには、学生は授業

外で会いグループワークを行うことが理想である

が、1年生から4年生の17人が多様な学部（今年
度は法学部、文学部、経済学部、社会学部、外国語

学部）から受講しているので困難を伴う。それ故、

授業内での効果的なグループディスカッションを

行うことが求められる。授業外で学生が集まること

ができない場合は、ICTツール（資料やパワーポイ
ントをGoogle Driveで共有するなど）を使いプレ
ゼンテーションに取り組むことが必要とされる。本

授業が海外との連携を意識した授業であるので、グ

ループ発表は英語で行われる。また、各グループの

プレゼンテーション後に学生が互いに質疑応答を

することで、発問の練習や異なった視点から物事の

捉え方を学ぶことができる。さらに、学生は発表終

了毎にレポートを提出することで、何を学んだのか、

今後何をしなければいけないのかなどを明確に振

り返ることができる。 
ところで、海外の大学の学生と行なうプロジェク

トはオンライン国際交流学習（Collaborative 
Online International Learning: 以下COIL）を用
いて行なう。COILとは日本にいながら、ICTツー
ルを用いて、海外の大学の学生と様々なプロジェク

トを行うことができる教育実践である。COILにお
いて学生が取り組むプロジェクトは語学力の向上

だけでなく、学生の異文化間コミュニケーションや

異文化理解を深めることができる。次に具体的な実
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践例として、ブラジルのFaculdade de Tecnologia 
de Cruzeiro （以下FATEC）と行なった授業の取
り組みを紹介する。 
COILを行うにあたり FATECの教員と相談して
決定した目標は、1.異文化理解力を高めること; 2.
バーチャル環境におけるコミュニケーションとプ

レゼンテーションスキルの向上; 3.国際的な環境下
で異文化の経験を培うこと; 4.学生がコミュニケー
ションをとおして、お互いに学び合うことである。

授業のテーマは「オリンピック－過去から学び、未

来の実践に活かす－」である。関西大学とFATEC
の学生がグループを組み、課題を調べる際に学生が

お互いの国について学べるように、関西大学の学生

は2016年に行われたブラジルのオリンピックにつ
いて学び、FATECの学生は 1964年に行われた東
京オリンピックについて調べ、最後に2020年の東
京オリンピックに関してのガイドラインを作成し

プレゼンテーションを行う。ガイドラインを作成す

るにあたり、各学生はオリンピックが行われた時代

背景や、その当時の問題点、また2020年にも起こ
り得る問題点を明らかにし、解決策に向けて協議を

行う。この授業における COIL の流れの一部を以
下の表で記す。 
 
表1 関西大学とFATECのCOIL授業の流れ  
トピック タスク 
第1週 
アイスブレ

イキング 

・ FLIPGRID（動画共有サイ
ト）にグループを紹介する

ビデオをアップロードし、

お互いのビデオにコメント

する。 
・ オリンピックに関する資料
やサイトを二つ以上探す。 

・ FATECのグループとコミュ
ニケーションを取る。 

第2週 
調べてきた

ことを報告

する 

・ 関西大学のグループでま
ず、お互い調べてきたこと

や疑問点などを話し合う。

その後、グループで話した

ことをGoogle スライドや
SNSをとおして、FATEC
のグループに報告する。  

・ FATECの教員とビデオコン
フェランスをするために、

学生は教員への質問の準備

をする。 
第3週 
プレゼンテ

ーションの

準備 

・ グループでプレゼンテーシ
ョンの準備を行う。スライ

ドなどを作り始め、グルー

プと共有し、議論を深めら

れるような補足資料を探

す。 
・ FATECの学生にブラジル
のオリンピックに関する疑

問点を聞く。 
第4週 
プレゼンテ

ーションの

最終提言を

まとめる 

・ 海外大学の学生とまとめた
データから、東京オリンピ

ックへの提言を考える（課

題、解決策など）。 

第5週 
プレゼンテ

ーション 
 

・ まとめた内容をグループ毎
に発表し、パワーポイント

と発表を映したビデオを

FATECの学生が見えるよ
うにアップロードする。 

第6週 
評価・振り

返り 

・ FATECの発表を見て、コ
メントを考える。 

・ COIL経験から学んだこと
を実生活にどう活かすこと

ができるかを振り返る。 
 
FATECとCOILを行なっていない期間のPBLに
よる授業では、関西大学の学生だけでプロジェクト

を行う。例えば、国際社会や異文化についての理解

を深めるため、移民問題や多文化共生社会の実現に

向けた課題を提示し、学生は「海外の学生と行う国

際プロジェクト型学習（PBL）」の授業の流れにあ
るようなプロセスをグループのなかで繰り返す。具
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体的な実践例としては、日本に外国人労働者が増え

ることから、近い将来外国人労働者が日本に長期的

に移住することになったと仮定する。どのような問

題が起こり得るのか、どのように解決することがで

きるのか等について、他の国で実施されている政策

を参考にして日本に求められる解決案を提示する

ことを学生に求めた。その際に、誰の視点からどの

ような提言を行うのか、その案は誰に友好的な案な

のか、または誰が含まれていないのかなどアイディ

アを提示させた。 
このプロセスを繰り返すことで学生はテーマに含

まれる問題を多角的な視点から学び、ディスカッシ

ョンをとおして、自分が何を疑問に思っているのか、

なぜそれを疑問に思っているのか、またそれをグル

ープメンバーにどう伝えるのかを考えることがで

きる。さらに、学生は発表を聞く人にとって分かり

やすく論点を整理することの重要性や、発表する際

にどのようなプレゼンテーションスキルが必要か

ということを認識するようになる。このPBLの取
り組みは、COILにおける活動にも活かすことがで
きる。次に、このような授業実践から学生が学んだ

ことを明らかにする。 
 
4. PBLにおける学生の学び 
授業のPBL活動から学生は何を学んでいるのか。
最終授業日に行なったアンケートから学生が何を

学んだのかについての記述回答の一部を紹介する。

アンケートは自由記述であり、問いは中井（2015）・
佐藤（2002）を参考にして筆者が加筆したものを配
布した。このアンケートで学生自身の学びについて

尋ねた三つの質問: I.授業のグループワークから学
んだ教訓、II.グループワークをとおして自分自身に
ついて気がついたこと、III.授業をとおしてどのよ
うなスキルが向上したと思うかについて取り上げ

る。 
授業のグループワークから学んだ教訓についての

回答は大きく分けると、1. 自分の意見を人に分か
りやすく伝えること; 2.調べ学習を行い、興味関心
を広げて他者と考えを共有すること; 3.自信を持つ
こと; 4.多角的な視点から考えること; 5.プレゼンテ

ーションなど人の前で話すこと; 6.問題解決に取り
組むことなどの重要性が挙げられた（資料1）。 
二つ目の質問は、学生の学びを問うものである。

グループワークの様々な役割を経験して、他学部の

生徒と協働学習を終えた時、学生はどのようなこと

に気づいたのかについてである。学生の回答からは

グループワークをとおして気づいたことに関して、

1.自分自身の知識や経験から発言し、共有すること
の大切さ; 2.自分が何を知らないかについて; 3.プレ
ゼンテーションやディスカッションの難しさ; 4.自
分の意見の強さやインターネット上のコミュニケ

ーションの難しさが挙げられた（資料2）。 
三つ目の質問の授業で向上したと思うスキルにつ

いての回答からは、1. 問題解決力; 2コミュニケー
ション力・ディスカッション力; 3.プレゼンテーシ
ョン力が挙げられた（資料 3）。このアンケートか
らは、学生は自分たちから積極的に社会問題に取り

組み、グループディスカッションをとおして様々な

意見を述べたり耳を傾けることで問題の理解が深

まると気づいたことが分かる。英語でのプレゼンテ

ーションを行うことやグループでのディスカッシ

ョンが難しいと答えた学生が多かったが、PBL に
よる授業を経験するうちに、ディスカッションやプ

レゼンテーションに自信を持てるようになったと

回答している。また、学生は様々な社会問題の理解

を深めることで、多角的な視点から考えられるよう

になったと認識している。これらの活動から、学生

は積極的にコミュニケーションを取ることの大切

さと主体的に取り組む必要性を学んでいる。 
このようにこの PBL の実践は、先に取り上げた
政府が発表しているグローバル人材が備えるべき

三つの要素である「要素Ⅰ：語学力・コミュニケー

ション能力、要素Ⅱ：主体性・積極性、チャレンジ

精神、協調性・柔軟性、責任感・使命感、要素Ⅲ：

異文化に対する理解と日本人としてのアイデンテ

ィティー」を満たしており、グローバル人材育成を

可能としている。また、このようなPBLの学生の
学びは「社会人基礎力」である3つの能力（前に踏
み出す力、考え抜く力、チームで働く力）と12の
能力要素（主体性、働きかけ力、実行力、課題発見
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力、計画力、創造力、発信力、傾聴力、柔軟性、情

況把握力、規律性、ストレスコントロール力）を発

展させ、さらに三つの視点（何を学ぶか、どのよう

に学ぶか、どう活躍するか）を捉え直す機会となり、

変化する社会において自らの学びを深めキャリア

形成を考えていくことに役立っていることが明ら

かになった。 
 

5. 今後の課題 
本稿はどのように大学教育が急激に変化するグロ

ーバル社会に柔軟に対応できるようなグローバル

人材を育成し、主体的な学びを促し「社会人基礎力」

を身につけられるような授業実践を行うことがで

きるかについて取り上げてきた。 
今後のPBLやCOILの授業実践の課題として挙
げられるのは、学生のアンケートのなかでも明ら

かになったグループワークに関するものである。

学部や学年が異なることだけでも授業外で会うこ

とは難しく、またCOILを使ったプロジェクトで
は時差の問題もあり、学生がより良いコミュニケ

ーションを行えるように考えることが求められ

る。また、コミュニケーションが円滑に行えるよ

う、教員は学生が共通理解を持つことのできる授

業のテーマを設定して主体的な学びを行えるよう

な環境を作り、学生に学び続け成長を促す事がで

きるような支援を考える必要がある。 
中井（2015）も述べているように、アクティブ・
ラーニングにおいては初回の授業で学生の関心を

惹きつけるような授業を行わなければならない。教

員に求められる役割は、授業に参加しやすいような

雰囲気づくりであり、また課題を設定する際も学習

目標や学習方法などを学生に分かりやすく提示す

ることである（pp.64-65）。初回の授業に限らず、
教員は新たなテーマを行う度に学生にとって常に

適切な問題やテーマを設定することが必要とされ

る。中井（2015）はPBLにおいて適切な問題を設
定することに関して「学生が興味をもち学習の動機

づけになるもの、学生間で多様な意見が出る程度に

複雑なもの、既知の学習内容を思い出しながら自分

に不足する知識を特定できるもの（p.139）」を準備

する必要性について述べている。また、同志社大学

PBL 推進支援センターが PBL を行う人に求めら
れる資質を「企画力、段取力、コミュニケーション

能力、忍耐力、分析力、観察力、発信力、連携力

（pp.10-11）」としているように、PBLによる授業
実践をするためには、教職員は問題やテーマを探し

それに合った教材を作成し、学生がより良い学びを

行えるよう工夫を重ねていくことが必要不可欠で

ある。 
ところで、現在のところ学生が授業で学んだこと

が大学生活または社会に出てからどのように役立

ったのか、どのような授業の実践がグローバルな時

代に対応できる学びを得ることができたのかに関

して追跡した調査は見当たらない。そのため今後は、

実際に授業を受けた学生に改めて一年後または卒

業後にインタビューをすることによって、授業で学

んだPBLの手法がどのように学生の学びに変化を
与えたのかについて明らかにすることから、学生の

学びに関してより深い理解を教員が得て授業実践

に活かすことができるのではないだろうか。また、

アクティブ・ラーニングにおける教員の学びに関し

ても明らかにすることで、授業実践の充実に役立て

ることができるのではないだろうか。今後、大学か

ら社会へと連携することができるような学生の長

期的な学びが可能となるようなPBLによる授業を
実践していくことで、社会の変化にも柔軟に対応で

きるグローバル人材を育成することができるので

はないかと考える。 
 
参考資料: 学生のアンケートに関する回答 
資料1: 授業のグループワークから学んだ教訓とは
何か。 
1. 自分の意見を人に分かりやすく伝えること 
・ 自分の意見をしっかり言うこと、他者と考え
を正確に共有することの難しさ。 

・ コミュニケーションの大切さ、意思疎通の難
しさ、情報伝達の大切さ。 

2. 調べ学習を行い、興味関心を広げて他者と考え
を共有すること 

・ 何事も調べて知識を持つこと、その情報をグ
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ループメンバーでシェアすることが大切だと

いうことを学んだ。調べることで、興味や知識

が広がっていくということと、情報をシェア

することで個人では思いつかないことに気が

ついたり、新たな情報に繋がる。 
3. 自信を持つこと 
・ 自信を持つことが重要である。 
4. 多角的な視点から考えること 
・ １つの視点だけで考えるのではなく、多角的
な視点から調べなければ表面的なプレゼンテ

ーションになってしまう。 
・ 様々なことに目を向けること、視野を広げる
ことが必要。 

5. プレゼンテーションや人の前で話すこと 
・ 人前で話すことの大切さ。1 回目より 2 回目
の方が上手くでき、取り組み方を変える等の

工夫を考えることができた。 
・ スライドや表現を分かりやすくすること、聞
き手の様子を見ながら話すことが大切だと分

かった。 
6. 問題解決に取り組むことに 
・ 自分たちで課題を見つけ問題を解決していく
ことの重要さ。 

 
資料2: グループワークをとおして自分自身につい
て気がついたこととは何か。 
1. 自分自身の知識や経験から発言し、共有するこ
との大切さ 

・ 様々な学部の違う学年の学生と話し合うこと
ができ、自分の視野が広がった。自分では、特

別視していなかった些細な経験や意見が、他

のグループメンバーにとっては新たな発見と

なり、知識を深める一つのアイディアになる

ことに気づいた。また些細なことでもシェア

してお互いの意見を話し合い、理解を深めて

行くことが大切であることを学んだ。 
・ あまり知らないことでも積極的に話せば新た
な発見につながるということを知って、積極

的に発言することが大切だと思った。 
2. 何を知らないかについて 

・ 社会問題について知らないことが多すぎた。 
・ 外交や国単位の話題について、かなり閉鎖的
な考えを持っていた。 

・ 自分の知っていることや知識のあることにつ
いては、積極的に提案し話を進めることがで

きるが、知らないことについてはなかなか積

極的になれない。 
3. プレゼンテーションやディスカッションの難
しさ 

・ 学年に関係なく、ディスカッションをして自
分の意見をはっきり英語で話すのは言葉が出

なくて難しかった。 
・ 練習すれば上手くなることに気づいた。 
4. その他 
・ 自分の意見がはっきりとあるので、意見がぶ
つかることがある。 

・ お互いがネット上だけのみでコミュニケーシ
ョンを取ることがたまに難しかった。 

 
資料3: 授業をとおしてどのようなスキルが向上し
たと思うか。 
1. 問題解決力 
・ １回目のプレゼンテーションと比べると、使
える英単語が増え、問題解決能力が向上した

と思う。以前は社会的問題を他人事のように

見ているところがあった。しかし、この授業を

とおして、いろいろな問題に関心を持つよう

になり、またそれらが自分にも関係があるこ

とに気がついた。さらに、自分たちにも何かで

きることがあるかもしれないと感じるように

なった。現状の問題を何かに焦点を当てるこ

とにより解決できるのかということを以前よ

り具体的に考えられるようになった。 
2. コミュニケーション力とディスカッション力 
・ 度胸がついたと思う。最初は、「英語が話せな
いから発言をしない」と考えたけれど、今はも

う少し思い切りが良くなって、「とりあえず話

してみよう」と思えるようになった。英訳する

時が難しいので、自分の言いたいことをより

簡潔な日本語で表現できないかと考える癖が
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ついた。 
・ アイディアを広げて、さらに人のアイディア
とコネクトする力。 

・ グループでのプレゼンテーションはほとんど
経験がなかったので初めは手探りだったが、

最後のグループでは積極的に話し、発言でき

た。 
3. プレゼンテーション力 
・ 発表時に落ち着く力、プレゼンテーション力、
協調力、ネット力。 

・ 人前で話す力、興味を引くスライドのデザイ
ンを考える力、英語で表現する力。 

・ 自信を持ってプレゼンすること、自分以外の
立場の人の視点で物事を考えるスキル。 
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